
 

 

 

 
≪八記久美子の沖縄報告・その２≫ 

第 1回口頭弁論の傍聴券求め 32の席に 611人が 

激励集会の翁長コールに鳥肌 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辺野古埋め立て土砂搬出反対ニュース 
北九州連絡協議会≪2015年 12月 08日・No35≫ 

連絡先…森下宏人 090-9495-3902 八記久美子 080-1730-8895 

 

 

辺野古には、米軍基地よりジュゴンの｢保護区｣を 

上も下も、傍聴券の抽選結果を待つ人たちやマスコミ。私は早めに行ったので、整理番号は 37 でした。裁判所の職員

が手首に付けてくれ、「取れたら無効」と言われたので、破れないように気を遣いましたが、抽選に外れました。 

沖縄訪問の２日目は、福岡高裁那覇支

部で、国が沖縄県知事を訴えた代執行訴

訟の第 1 回口頭弁論が開かれ、翁長知事

が意見陳述を行う日です。ホテルの朝食

をたっぷり食べて、まず、裁判所に整理

券をもらいに行きました。人がどんどん

増えていくので、その様子を写真に撮っ

ていると、裁判所の人が飛んできて「裁

判所の中では写真を撮ってはいけませ

ん」と言われました。 

 

抽選は外れました。当たらないと思っ

てはいたのですが、実際に外れると｢ガク

ッ｣と来ます。後で聞くと、32の席に 611

人が応募したとのことでした。 

 13 時から激励集会です。それまでに食

事を終えようと裁判所の周りを歩きまし

たが、どのお店も、マスコミや私のよう

な人でいっぱいです。結局、コンビニで

お弁当を買いそこで食べました。時間は

12時半。急いで集会会場に戻りました。 



ふくれあがる人･人･人 

この民意を無視するなんて・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビでよく見る議員さん達が、次々に登壇。どなたの挨拶も力強

く、話が終わるたびに大きな拍手が起こりました。 

力強い挨拶だけれど、穏やかな

表情の翁長知事 

左と上ふたつ･･･裁判にあたり、これほどの人々が結集して激励集会を開催するの

は、日本の裁判史上初めてだそうです。 

1 枚くらい自分の写真を･･･と 

そばの人に撮ってもらいました。 

 

 裁判に向かう知事の激励集会は、

裁判所の前の公園で行われました。

挨拶が進むにつれ、会場の熱気が高

まってきます。そして、翁長知事の

挨拶。割れんばかりの拍手と｢ピー

ピー｣の口笛と翁長コール。私は鳥

肌がたちました。そして、こんなに

も明確な民意を無視する安倍政権

を、本当に許せんと思いました。 

翌日の新聞には、｢国の主張で際

立っていたのは、法律上の根拠を一

切示さなかったこと。国防に関する

ことに地方は口を出せないだろう

と主張していた。法律論がゼロだっ

た。非常に残念だ」との、弁護団の

話が載っていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢えーっ北九州から来てくれたんですか!｣ 
 

奄美で３日間一緒だった記者や議員さん達と、バッタリ・バッタリ・バッタリ･･･ 

ちょっと古い話ですが、奄美大島で 5 月 29 日～31 日で開

かれた、｢辺野古土砂搬出反対｣全国連絡協議会の設立会議は、

視察やシンポジウムなど、3 日間に渡って関連の取り組みが

行われました。その時一緒に行動した沖縄の記者の方や、県

議のみなさんに、裁判所の周辺や集会会場でバッタリ。 

中村未央県議には集会の挨拶の中で、「土砂搬出反対北九州

連絡協議会からも参加」と紹介していただいたり、沖縄タイ

ムスや琉球新報にも、記事が載りました。 

≪講演会のご案内≫ 
1 月 30 日(土)13 時 30 分～･生涯学習総合センター(旧北中公・警察隣り)で講

演会を開催します。詳細はこれからですが、ぜひみなさんお越し下さい。講師は 
琉球新報の松元剛さんです。松元さんは現在、琉球新報の報道本部長・編集局次
長・論説委員などをされています。裁判所の前で、運良くお合いすることが出来
ました。聞き応えのあるお話しになると思います。ご期待下さい。 

裁
判
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左から沖縄県庁・県議会･その向

こうに那覇市役所。裁判所はここ

から 10 分くらいの所にある。 
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